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　2013年12月、「和食;日本人の伝統的な食文化―正月を
例として－」（以下「和食」と略記）がユネスコ無形文化遺
産に登録されました。以来、私どもは農林水産省をはじめ、
関係各省庁の協力を得て、その保護・継承を推進してまいり
ました。 2015年2月には、和食の保護・継承に責任を持つ
唯一の民間団体として、一般社団法人和食文化国民会議
（以下 和食会議）としてスタートいたしました。
　2020年初めからコロナ禍を経て、食を含む生活は大きく変
わりました。 2023年には、ユネスコ登録10周年を迎えますが、
「和食」を取り巻く環境は厳しいものがございます。そのような
状況を踏まえ将来に向けて、和食会議のミッションを確認し、
中期ビジョンを策定しました。ミッションは、設立以来変わら
ず「和食」を適切に保護し、その継承を推進することです。
中期ビジョンは、以下3項目に整理しました。

1）価値の共有
生活者に「和食」の魅力ある情報を発信し、共有する。

2）価値の連鎖
「和食」の保護・継承に賛同する個人や団体、企業との
連携の輪を広げていく。

３）新しい価値の “気づきと創造”　
家庭生活での「和食」の実践、定着を図り、持続可能
な社会の実現に貢献する。

　この中期ビジョンに沿って、各年度の事業を行ってまいります。
地域の食に関わる団体、地方自治体、個人の皆様、日本
の献立で食を支える食品メーカー、フードサービスなど、様々
な企業の皆様に、この「和食会議」のミッション、ビジョンに
賛同いただき、会員となって一緒に活動いただきますようお願
い申し上げます。

ホームーページに掲載の申込書にてお申し込みください。
以下の流れに沿って手続き進行の上、入会基準に照らして入会の
可否をご連絡致します。

一般社団法人　和食文化国民会議
〒110-0015　東京都台東区東上野1-13-2　成田第2ビル4階B
Tel : 03-5817-4915（平日9:00～17:00）Fax : 03-5817-4916
E-mail : info@washokujapan.jp

ホームページ

https://washokujapan.jp/

区分 賛同会員賛助会員正会員

会費

企業会員

団体会員

個人会員

50万円

3万円

1万円

○

○

○

○

5万円

5千円

5千円

ー

○

○

○

なし

なし

なし

ー

ー

ー

○

入
会
申
込
書
の
ご
提
出

受
理
連
絡・審
査

審
査
結
果
通
知

会
費
請
求
書
発
送

ご
入
金

入
金
確
認・手
続
き
完
了
連
絡

ご
入
会

■会員区分と年会費

■ご入会までの流れ

総会議決権あり

部会活動への参加

ロゴマークの使用

和食会議の情報提供が受けられる

伝
え
よ
う
、

　
和
食
文
化
を
。

一般社団法人　和食文化国民会議（略称：和食会議）
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２０３０年に向けて
世界が合意した
「持続可能な開発目標」です

各種シンポジウム、講演会、コラム等、
「和食」に関する情報を和食会議ホー
ムページやメール、郵送によりお届けし
ます。また、部会や懇親会等で、和食
会議役員や会員間の交流・情報交換
の場をご提供します。

和食文化の素晴らしさを体験、発信していきましょう。
「和食；日本人の伝統的な食文化－正月を例として－」がユネスコ無形文化遺産に登録され、和食文化の保護・継承に責任を持つ唯一の民間団体として、
一般社団法人和食文化国民会議は設立されました。会員とともにより具体的な活動を行うため、「調査・研究部会」「普及・啓発部会」「技・知恵部会」の３部会と全国「和食」連絡会議を設置し、
日本人の伝統的な食文化である「和食」を大切に思う皆様とともに様 な々活動を行っております。

和食会議に、正・賛助会員としてご入会いただきますと、下記４つの
メリットがあります。

日本人の伝統的な食文化を見直し、和食
文化の保護・継承の大切さについて考える日。

11月24日は「和食の日」の定着化

「和食」はSDGs（持続可能な開発目標）の考え方に適った食
文化です。和食会議は、相互に関連する目標の達成のために
「和食」が貢献できることを様々な活動で
発信していきます。未来に向けて豊かな
食を享受できるよう、我慢することではなく、
楽しむことで、SDGs達成を目指します。

「和食」でSDGsを!

各種広報活動

その他の取り組み4つのメリット

秋は「実り」の季節。「自然」に感謝し、五穀豊穣
を祈る行事が全国各地で盛んに行われます。
日本の食文化にとって大切なこの秋の日に和
食文化の保護・継承の大切さについて改めて
考えてほしい、そのような願いから、11月24日
を“いい日本食”「和食の日」と制定しました。

●公式ロゴマーク・スローガンの設定
共通シンボルとして機能するロゴマークと
と統一スローガンを設定しています。和食
文化の保護・継承に関わる広報活動・事業
活動などにご活用いただけます。

●公式ホームページの設置
会員の皆様の交流や広く国民に向けた発
信の場として、ホームページを設置してい
ます。各会員の活動を発信したり、開催さ
れるイベントや各種誘致を行うなど幅広く
ご活用いただけます。

1 シンポジウム・講演会、懇親会等での情報収集

興味のある部会・会議に参加してください。複数の登録も可能です。

和食会議の4つの活動

ホームページ内「Washoku Japan News」
や「会報」で「和食」の保護・継承
活動について、情報発信を行っていた
だけます。また、講演会等でも発表の
機会を作れます。

2 「和食」に関する情報発信の機会提供

共通シンボルとして機能するロゴマークと統
一スローガンを設定しています。和食文化
の保護・継承に関わる広報活動・事業活
動などにご活用いただけます。

3 公式ロゴマークの使用

和食会議のメンバーとして、3つの部会、全国「和食」連絡会
議の場での活動や、和食会議と企業・団体・個人会員との連
携による活動を通じて、「和食」の保護・継承活動への貢献を一
緒に実現できます。

※賛同会員にご登録された場合は、Eメールにより情報提供や
一部のイベント参加のご案内をいたします。

4 「和食」の保護・継承活動への貢献

「だしで味わう和食の日」をはじ
めとする食育活動、「和食」に関
する効果的なPR活動、講演会
や会員間の交流会など、「和食」
に関する普及・啓発事業を担っています。

普及・啓発部会

調査・研究部会

実践による和食の調理技術の伝
承、地域との交流による郷土食
の発掘・発信など、「和食」の
技術と知恵の伝承・発信事業
を担っています。

技・知恵部会

全国で「和食」の保護・継承
に携わる方 と々の情報交換や連
携により、国民運動としての「和
食」の普及・交流を担っています。

全国「和食」連絡会議

「和食」に関する調査・研究を
行い、その成果に立った研究発
表や書籍の刊行、和食文化に
関する講演会や研修会の開催な
ど、「和食」の調査・研究事業を担っています。

一般社団法人和食文化国民会議は持続可能な開発
目標（SDGs）を支援しています。


